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祝祭日には
国旗を掲揚
しましょう

完
成
し
た
御
社
殿

大
神
山
神
社
権
禰
宜

相
見
拓
紀

大
神
山
神
社
で
は
予
て
よ
り
「
令

和
御
造
営
」
と
し
て
大
山
鎮
座
・
同

社
奥
宮
及
び
末
社
下
山
神
社
の
大
規

模
社
殿
修
繕
工
事
を
御
奉
仕
し
て
お

り
ま
す
。

大
山
の
気
候
は
非
常
に
厳
し
く
、

年
中
通
し
て
の
強
風
雨
、
ま
た
冬
期

間
は
積
雪
三
～
四
ｍ
に
も
な
る
豪
雪
。

ま
た
域
内
は
国
立
公
園
及
び
国
指
定

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
重
機
は
お
ろ
か
、

車
両
の
進
入
す
ら
ま
ま
な
ら
ぬ
事
か

ら
、
令
和
四
年
初
夏
の
仮
殿
遷
座
祭

よ
り
実
に
三
ヵ
年
の
月
日
を
掛
け
て

造
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

国
指
定
重
要
文
化
財
指
定
の
社
殿
は
、

特
に
損
傷
が
激
し
い
屋
根
の
全
面
葺

替
え
。
さ
ら
に
は
国
内
最
大
級
と
称

さ
れ
る
幣
殿
白
檀
塗
の
修
繕
同
格
天

井
に
据
え
ら
れ
た
二
三
四
枚
も
の
天

井
絵
の
剥
落
止
等
、
旧
来
の
日
本
社

寺
建
築
技
術
の
儘
に
御
造
営
致
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
令
和
六
年
九
月
末
日

を
以
て
竣
工
。
翌
月
十
月
十
三
日
、

本
殿
遷
座
祭
を
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま

し
た
。

尚
、
今
遷
座
祭
は
、
奥
宮
の
御
動

座
に
併
せ
、
来
年
度
修
造
を
予
定
す

る
同
重
要
文
化
財
・
末
社
下
山
神
社

の
仮
殿
遷
座
も
同
時
齋
行
す
る
全
国

的
に
も
非
常
に
珍
し
い
「
二
社
同
時

本
殿
遷
座
祭
本
殿
祭

遷
座
」
と
な
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し

て
、
御
神
座
を
奉
戴
す
る
御
羽
車
・

絹
垣
等
々
遷
座
に
要
す
る
祭
具
全
て

二
社
分
弁
備
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
供

奉
す
る
為
多
く
の
奉
仕
員
が
必
須
で

し
た
。
こ
れ
に
は
大
神
山
神
社
総
代

を
は
じ
め
、
地
元
大
山
周
辺
に
お
住

ま
い
の
氏
子
崇
敬
者
、
鳥
取
県
西
部

神
職
に
加
え
、
「
神
社
と
青
年

神
職

仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
利

用
し
て
鳥
取
県
神
道
青
年
会
々
員
に

多
数
御
助
勢
頂
き
ま
し
た

当
日
は
朝
か
ら
素
晴
ら
し
い
晴
天

に
恵
ま
れ
、
大
山
の
一
足
早
い
季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
つ
つ
午
前
中
に
宮

司
以
下
祭
員
造
営
竣
工
奉
告
祭
を
奉

仕
。
午
後
よ
り
神
職
・
総
代
等
も
続

々
と
大
山
に
参
集
、
遷
座
の
準
備
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。

午
後
七
時
、
神
域
が
街
の
灯
り
も

一
切
届
か
ぬ
真
の
浄
闇
に
包
ま
れ
る

頃
、
参
進
。
下
山
神
社
に
て
本
殿
遷

座
祭
仮
殿
祭
奉
仕
。
宮
司
祝
詞
奏
上

後
、
直
ち
に
遷
御
の
支
度
を
整
え
ま

し
た
。
召
立
て
ら
れ
た
供
奉
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
所
役
に
侍
従
。
殿
内
の
灯

り
が
滅
さ
れ
、
宮
司
以
下
祭
員
が
奥

宮
並
下
山
神
社
の
御
を
奉
戴
。
宮
司
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が
「
遷
御
」
を
宣
す
る
と
、
奏
楽
の

音
に
導
か
れ
、
二
社
の
御
神
座
が
出

御
。
下
山
神
社
か
ら
奥
宮
に
至
る
長

い
筵
道
を
ゆ
っ
く
り
と
御
動
座
。
満

点
の
星
が
瞬
く
清
夜
に
、
松
明
の
灯

り
で
浮
か
び
上
が
る
荘
厳
な
奥
宮
に

入
御
申
し
上
げ
ま
し
た
。

後
、
本
殿
遷
座
祭
本
殿
祭
。
宮
司

が
無
事
の
奉
遷
を
御
奉
告
申
し
上
げ
、

拝
礼
。
続
い
て
供
奉
員
・
参
列
者
等

が
玉
串
を
捧
げ
拝
礼
致
し
ま
し
た
。

結
び
に
は
今
造
営
に
多
大
な
る
御
助

勢
を
頂
い
た
鳥
取
県
副
知
事
及
び
大

山
町
長
よ
り
御
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

翌
十
四
日
に
は
奥
宮
本
殿
遷
座
奉

祝
祭
（
大
御
饌
）
を
齋
行
。
新
宮
で

初
の
神
饌
を
供
進
。
ま
た
鳥
取
縣
神

社
廳
副
庁
長
小
森
治
比
古
様
が
献
幣

使
と
し
て
参
向
。
神
社
本
庁
幣
が
大

前
に
御
供
さ
れ
ま
し
た
。
今
祭
典
で

は
神
社
及
び
工
事
関
係
者
を
は
じ
め

（
経
済
再
生
担
当
大
臣
衆
議
院
議
員

赤
沢
亮
正
様
他
）
全
国
か
ら
崇
敬
者

等
約
九
十
名
が
参
列
し
、
奥
宮
の
竣

工
と
大
神
様
の
御
還
座
を
言
祝
ぎ
ま

し
た
。

本
祭
儀
齋
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、

関
係
各
位
よ
り
多
く
の
御
理
解
御
協

力
を
賜
り
ま
し
た
事
こ
の
場
を
拝
借

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
御
造
営
事
業
は
道
半
ば
。
来

年
度
、
雪
解
け
を
待
っ
て
末
社
下
山

神
社
の
修
繕
工
事
を
実
施
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
工
事
終
了
後
直
ち
に
下

山
神
社
の
本
殿
遷
座
祭
を
齋
行
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き

続
き
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
縣
神
社
廳
教
化
部
（
中
嶋
俊

史
部
長
）
は
、
八
月
五
日
～
九
日
に

行
わ
れ
た
県
内
七
支
部
の
総
代
会
総

会
に
合
わ
せ
、
研
修
会
を
行
っ
た
。

近
年
は
、
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会

で
は
無
く
教
化
部
員
が
神
社
の
基
礎

的
な
知
識
や
歴
史
を
幅
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
ス
ラ
イ
ド
を
流
し
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
解
説
す
る
研
修
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
出
席
者
は
、

鳥
取
二
二
五
、
岩
美
八
〇
、
八
頭
五

八
、
気
高
三
六
．
中
部
六
一
、
西
部

四
〇
、
日
野
八
二
の
計
五
八
二
名
。

今
年
は
、
永
江
吉
邦
企
画
室
長
が

「
祭
り
と
年
中
行
事
」
と
題
し
た
ス

ラ
イ
ド
を
作
成
、
更
に
各
支
部
教
化

委
員
が
独
自
の
情
報
や
写
真
を
加
え

て
上
映
・
解
説
を
行
っ
た
。
ス
ラ
イ

ド
の
前
半
は
、
お
祭
り
の
意
味
や
祭

祀
の
意
義
、
県
内
の
特
殊
神
事
の
説

明
等
、
更
に
は
鳥
居
や
狛
犬
の
本
来

の
意
味
の
説
明
等
が
あ
っ
た
。
又
、

祭
り
に
は
大
き
く
農
事
系
・
人
生
儀

礼
系
・
伝
説
伝
承
系
の
三
種
類
に
分

け
る
事
が
出
来
る
と
い
う
事
や
、
二

十
四
節
気
を
基
準
と
し
た
暦
に
従
い

鳥
取
地
区
の
様
子

一
年
間
の
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
る
事

等
、
意
外
に
知
っ
て
い
る
様
で
知
ら

な
い
祭
事
や
神
社
の
基
本
を
確
認
す

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

後
半
で
は
、
お
祓
い
の
意
味
や
祭

典
の
作
法
等
少
し
深
入
り
し
た
内
容

で
あ
っ
た
が
総
代
の
多
く
が
真
剣
に

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

今
回
の
研
修
で
出
席
し
た
総
代

は
、
暦
に
則
っ
て
毎
年
繰
り
返
さ
れ

る
年
中
行
事
・
そ
し
て
祭
事
の
大
切

さ
を
改
め
て
知
る
事
が
出
来
、
こ
れ

か
ら
の
神
社
や
祭
典
に
向
き
合
う
姿

勢
を
新
た
に
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
今
年
五
月
に
開

設
し
た
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹

介
が
あ
り
、「
今
日
の
ス
ラ
イ
ド
は
公

開
さ
れ
て
い
る
の
か
」
等
の
問
い
合

わ
せ
も
あ
り
、
反
響
を
感
じ
る
充
実

し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

（
文
責

田
中
正
臣
）

鳥取縣神社廳

公式ホームペ―ジ
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鳥
取
縣
神
社
廳
教
化
部
で
は
、
次

世
代
を
担
う
神
職
子
弟
の
子
ど
も
達

に
、
神
社
へ
の
関
心
が
も
て
る
学
び

と
交
流
を
目
的
と
し
た
「
夏
休
み
親

子
参
拝
旅
行
」
を
企
画
し
て
い
る
。

第
六
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
「
親

子
で
め
ぐ
る
鳥
取
の
神
社
再
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
、
八
月
十
九
日
に
三
家

族
総
勢
十
三
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
た
。

先
ず
は
西
伯
郡
大
山
町
鎮
座
の
名

神
崎
神
社
拝
殿
前

和
神
社
を
皮
切
り
に
参
拝
旅
が
始
ま

っ
た
。
名
和
長
年
公
と
そ
の
一
族
を

祀
る
名
和
神
社
で
は
、
総
代
長
よ
り

神
社
縁
起
や
境
内
の
説
明
を
受
け
た

後
、
旧
鳥
取
城
三
大
太
鼓
の
一
つ
で

あ
る
大
太
鼓
を
参
加
者
全
員
が
打
た

せ
て
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
達
は
自

身
の
身
体
よ
り
大
き
な
太
鼓
を
前
に
、

遠
慮
が
ち
に
も
そ
の
殷
々
轟
く
音
に

驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

次
の
参
拝
神
社
は
本
年
干
支
「
辰

年
」
に
因
み
東
伯
郡
琴
浦
町
鎮
座
の

神
崎
神
社
（
山
崎
制
義
宮
司
）
参
拝

へ
と
赴
く
。
太
鼓
音
の
う
ち
に
昇
殿

参
拝
の
後
、
由
緒
解
説
を
い
た
だ
く
。

社
殿
随
所
に
施
さ
れ
た
見
事
な
彫
刻

の
数
々
を
間
近
で
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
殊
に
拝
殿
向
拝
天
井
の
豪
快

な
龍
彫
刻
は
、
そ
の
大
き
さ
と
い
い

躍
動
的
で
圧
巻
の
技
法
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
達
も
興
味
と
関
心
を
も
っ
て

熱
心
に
見
聞
き
し
て
い
た
。
そ
し
て

午
後
か
ら
は
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
遊
び

を
と
お
し
て
友
好
を
深
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

子
ど
も
達
が
中
心
の
本
事
業
を
と

お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
覚
や
経
験

を
得
る
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

同
じ
境
遇
の
仲
間
が
い
る
こ
と
も
感

じ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

（
文
責

大
澤
祥
之
）

八
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
の

二
日
間
に
亘
り
、
中
部
の
ブ
ラ
ン
ナ

ー
ル
み
さ
さ
に
於
い
て
教
化
合
同
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
、

研
修
一
で
は｢

大
嘗
宮
建
設
に
携
わ
っ

て｣

と
い
う
題
目
で
宮
大
工
で
日
本
伝

統
建
築
技
能
者
の
山
根
賢
志
先
生
に

山
根
賢
志
先
生
の
講
義

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和

元
年
十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
に
行

わ
れ
た
大
嘗
宮
の
儀
で
す
が
、
其
の

建
設
は
一
般
入
札
に
よ
り
清
水
建
設

が
落
札
、
受
注
し
て
お
り
、
令
和
元

年
七
月
末
に
建
設
が
始
ま
り
約
三
ヶ

月
か
け
て
完
成
し
た
そ
う
で
す
。
山

根
先
生
は
職
人
と
し
て
こ
の
建
設
に

参
加
し
、
建
設
中
の
大
変
だ
っ
た
事

や
全
国
か
ら
参
加
し
た
他
の
職
人
さ

ん
達
と
の
交
流
の
思
い
出
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
聞
く
事
の
な
い
職
人
さ
ん
の

体
験
談
に
研
修
参
加
者
か
ら
も
多
く

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

研
修
二
で
は
、｢

神
社
建
築｣

と
題
し

て
、
永
江
吉
邦
さ
ん
に
講
義
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
神
社
建
築

の
ク
イ
ズ
が
あ
り
、
神
社
建
築
に
関

す
る
基
礎
的
な
内
容
で
し
た
が
、
意

外
と
難
し
く
苦
戦
す
る
人
も
多
か
っ

た
様
で
し
た
。
ク
イ
ズ
後
に
は
分
か

り
や
す
く
答
え
合
わ
せ
と
説
明
が
行

わ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
で
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
社
建
築

に
関
す
る
事
柄
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
等
か
ら
質
疑
応
答
し
合
う
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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二
日
目
は
各
種
団
体
の
活
動
報
告

と
し
て
、
神
道
青
年
会
、
教
育
関
係

神
職
協
議
会
、
女
子
神
職
会
か
ら
の

活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

研
修
三
の｢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用｣

と
し
て
今
年
開
設
さ
れ
た
鳥
取
縣
神

社
廳
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の

研
修
が
行
わ
れ
、
内
容
の
説
明
や
活

用
方
法
、
実
際
に
自
分
の
携
帯
電
話

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
方
法
等

を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
各
神
社
の
詳
し
い
内
容
を
簡
単
に

知
る
事
が
出
来
た
り
、
式
年
遷
宮
に

つ
い
て
や
、
廳
報
、
広
報
誌
の
最
新

号
の
提
載
が
あ
っ
た
り
と
、
色
々
な

情
報
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
中
嶋
俊
史
教
化
部
長
が

研
修
の
ま
と
め
を
行
い
二
日
間
の
研

修
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
文
責

井
上
雅
也
）

教
化
委
員

芦
立
圭
規

九
月
二
十
一
日(

土)

、
伯
耆
町
溝

口
の
神
奈
備
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い

て
講
師
に
米
原
尊
仁
庁
長
を
お
迎
え

支
部
研
修
報
告

日
野
支
部
教
養
研
修

し
、
日
野
支
部
の
宮
司
お
よ
び
禰
宜

十
三
名
が
集
い
、
教
養
研
修
会
（
半

日
）
を
開
催
し
た
。「
神
社
よ
も
や
ま

話
」
と
題
し
た
こ
の
研
修
会
で
は
、

事
前
に
教
化
委
員
よ
り
日
々
の
奉
務

に
お
け
る
疑
問
点
や
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
祭
式
、
神
葬
祭
、
外
祭
、
奉

幣
行
事
、
奉
務
神
社
の
将
来
に
つ
い

て
等
、
十
三
項
目
に
つ
い
て
の
質
問

を
纏
め
研
修
資
料
と
し
た
。

研
修
会
の
座
長
は
聖
神
社
の
長
谷

部
正
人
宮
司
が
務
め
、
資
料
を
基
に

奉
幣
行
事
の
実
践

自
由
に
発
言
す
る
形
で
進
行
し
た
。

内
容
の
一
部
を
次
の
通
り
挙
げ
る
。

【
祭
式
】

宮
司
御
扉
開
閉
時
の
作
法
及
び
祇

候
座
の
場
所
は
・
・
・
教
本
に
て
原

則
を
再
確
認
し
た
上
、
祗
候
座
に
つ

い
て
は
各
神
社
の
状
況
に
よ
り
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
神
葬
祭
】

⑴
霊
璽
の
準
備
は
一
体
か
二
体
か

⑵
霊
璽
の
頭
に
「
故
」
の
文
字
を
付

け
る
の
か
、
又
そ
の
意
味
は
⑶
神
依

板(

拍
子
木)

を
用
い
る
場
合
に
打
ち

方
と
霊
璽
の
置
く
所
は
・
・
・
神
葬

祭
で
は
多
く
の
疑
問
が
挙
が
り
、
活

発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

【
外
祭
】

⑴
家
浄
め(

湯
立
神
事)

を
行
う
場

所
は
⑵
そ
の
神
事
は
忌
明
け
の
前
か

後
か
・
・
・
浄
め
に
つ
い
て
は
地
域

性
や
各
神
職
の
伝
承
に
よ
り
、
手
法

に
特
色
が
現
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
奉
幣
行
事
】

奉
幣
行
事
で
は
実
際
に
数
人
が
動

作
を
行
い
、
幣
の
動
き
、
拝
の
時
の

手
の
持
ち
方
と
位
置
、
往
復
す
る
回

数
等
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

【
奉
務
神
社
の
将
来
】
⑴
神
社
護
持

と
継
続
す
る
こ
と
の
不
安
⑵
神
社
の

将
来
と
後
継
者
不
足
⑶
氏
子
数
の
減

少
等
の
同
様
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
米
原
庁
長
よ
り
「
こ
の
類
の

問
題
は
、
合
祀
と
か
廃
社
と
か
の
方

法
も
あ
る
が
簡
単
で
は
な
い
。
本
庁

も
直
ぐ
に
結
論
が
出
せ
な
い
難
し
い

課
題
で
あ
り
、
先
が
見
え
な
い
」
と

発
言
も
あ
り
、
参
集
し
た
皆
で
危
機

感
を
共
有
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
聞
く
事
が

で
き
、
今
後
の
社
務
に
活
か
せ
る
充

実
し
た
研
修
に
な
っ
た
」
と
感
想
も

あ
っ
た
。
最
後
は
今
年
度
の
後
半
に

内
容
は
未
定
で
あ
る
が
、
研
修
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
と
し
て
閉
会

し
た
。

鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
六
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長

米
原
尊
信

令
和
六
年
五
月
二
十
六
日
、
大
山

を
登
拝
し
山
頂
に
て
当
会
創
立
六
十

周
年
記
念
奉
告
祭
を
執
り
行
ひ
ま
し

た
。
一
年
近
く
前
か
ら
会
議
を
重
ね

鳥
取
県
神
道
青
年
会

創
立
六
十
周
年
奉
告
祭
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て
計
画
を
た
て
、
当
日
は
会
員
十
七

名
に
加
へ
て
花
田
充
会
員
の
御
子
息

が
参
加
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

午
前
九
時
に
大
神
山
神
社
奥
宮
を
参

拝
し
た
後
、
小
田
圭
介
式
典
部
長
の

指
示
の
も
と
山
岳
ガ
イ
ド
の
方
と
と

も
に
行
者
ル
ー
ト
を
登
っ
て
い
き
ま

し
た
。

お
よ
そ
三
時
間
か
け
て
登
頂
し
、

午
後
一
時
よ
り
多
く
の
登
山
客
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
蘆
立
信
一
朗
会
長
斎

主
の
も
と
で
祭
典
を
斎
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
無
事
に
全
員
が
下
山
し
、

改
め
て
大
神
山
神
社
奥
宮
を
参
拝
し

山
頂
で
の
奉
告
祭

て
、
怪
我
無
く
全
行
程
を
終
へ
た
こ

と
に
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
会
員

そ
れ
ぞ
れ
が
山
へ
の
信
仰
に
つ
い
て

思
ひ
を
巡
ら
す
よ
い
機
会
と
な
っ
た

も
の
と
思
ひ
ま
す
。

蘆
立
会
長
が
着
用
し
た
作
務
衣
に

は
登
拝
し
た
会
員
の
名
前
を
寄
せ
書

き
し
、
令
和
六
年
十
二
月
八
日
に
開

催
す
る
当
会
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
の
事
業
報
告
と
し
て
掲
示
い
た
し

ま
す
。大

神
山
神
社
奥
宮
前
に
て

賀
露
神
社
禰
宜

岡
村
吉
彦

八
月
四
・
五
日
の
両
日
、
全
国
教

育
関
係
神
職
協
議
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
米
子
市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
大
会
は
、
中
国
地
方
の
会
員
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
、
毎
年
各
県
持
ち

回
り
で
行
っ
て
い
る
。
十
三
回
目
と

な
っ
た
今
年
は
鳥
取
県
が
主
管
し
、

二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
を

主
会
場
に
研
修
を
行
っ
た
。
開
講
式

で
は
、
全
員
で
教
育
勅
語
を
奉
読
し

た
後
、
開
催
県
を
代
表
し
て
細
谷
博

高
会
長
が
挨
拶
。
そ
の
後
、
来
賓
の

小
森
治
比
古
副
庁
長
に
御
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。
引
き
続
き
研
修
に
移
り
、

米
子
市
文
化
振
興
課
専
門
官
の
中
原

斉
氏
に
「
考
古
学
か
ら
み
た
古
代
の

祭
祀
と
信
仰
～
因
幡
・
伯
耆
の
調
査

事
例
か
ら
～
」
と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
。
講
演
で
は
青
谷
上
寺
地

遺
跡
や
青
谷
横
木
遺
跡
で
発
掘
さ
れ

た
祭
祀
遺
跡
に
つ
い
て
触
れ
、
山
陰

道
跡
で
発
掘
さ
れ
る
遺
物
は
馬
形
が

第
十
三
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催

全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会

多
く
、
駅
路
ル
ー
ト
で
祭
祀
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
古
代
の
因
幡

・
伯
耆
の
人
々
の
信
仰
や
祭
祀
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
後
は
皆
生
温
泉
の
三
井
別
館

に
移
動
し
て
懇
親
会
。
昨
年
に
引
き

続
い
て
「
き
き
酒
」
大
会
を
開
催
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
山
陰
の
味

覚
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
お
互
い
に

交
流
を
深
め
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

二
日
目
は
米
子
市
尾
高
の
大
神
山

神
社
本
宮
に
移
動
。
正
式
参
拝
の
後
、

相
見
拓
紀
権
禰
宜
か
ら
「
令
和
の
大

改
修

大
神
山
神
社
奥
宮
・
下
山
神

社
御
造
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

話
を
い
た
だ
い
た
。
相
見
権
禰
宜
か

ら
は
大
神
山
神
社
奥
宮
の
修
理
の
現

状
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
お
話
し

を
い
た
だ
い
た
。

講
話
後
は
意
見
交
換
会
を
行
い
、

各
県
教
神
協
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
共
有
し
た
。
そ
の
後
の
閉
講
式
で

は
県
神
社
庁
理
事
の
来
海
邦
彦
氏
の

挨
拶
の
後
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
岡

山
県
教
神
協
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

二
日
間
の
日
程
を
無
事
に
終
了
し
た
。
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暑
い
中
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
参

加
し
た
県
外
会
員
か
ら
も
、「
内
容
が

充
実
し
て
お
り
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
を
戴
い
た
。
今
後
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
二
日
間
で
あ
っ
た
。

倭
文
神
社
禰
宜

米
原
尊
信

伯
耆
国
一
宮
の
倭
文
神
社
（
湯
梨

浜
町
鎮
座
）
例
祭
に
て
行
わ
れ
る
神

輿
渡
御
の
写
真
で
す
。
こ
ち
ら
は
昭

和
十
七
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、

写
真
で
見
る

昔
の
祭
礼
行
事

御
旅
所
へ
向
か
ふ
行
列
に
は
現
在
で

も
続
け
ら
れ
て
い
る
稚
児
行
列
、
そ

の
後
ろ
に
榊
神
輿
と
お
神
輿
が
続
く

様
子
が
確
認
で
き
ま
す
。

当
時
は
各
氏
子
集
落
に
一
基
ず
つ

神
輿
が
あ
っ
た
た
め
合
計
六
基
の
神

輿
と
一
基
の
榊
神
輿
が
出
て
い
ま
し

た
。
こ
の
六
基
の
神
輿
が
旧
拝
殿
内

に
並
ぶ
明
治
大
正
頃
の
写
真
も
残
っ

て
い
ま
す
。

神
社
か
ら
東
郷
池
を
は
さ
ん
だ
氏

子
集
落
で
は
神
輿
を
船
に
乗
せ
て
自

身
の
集
落
ま
で
運
ん
だ
と
語
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
惜
し
く
も
昭
和
三

十
年
の
火
災
で
こ
れ
ら
の
神
輿
は
焼

失
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

現
在
は
そ
の
後
新
調
さ
れ
た
二
基

の
神
輿
が
氏
子
の
皆
様
に
よ
っ
て
担

が
れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
神
社
総
代
会
定
例
評
議
員

会
・
神
道
政
治
連
盟
鳥
取
県
本
部
代

議
員
会
が
令
和
六
年
八
月
二
十
二
日
、

倉
吉
市
の
「
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
」

で
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は
任
期
満
了

昔
の
祭
礼
行
事
写
真
を

募
集
し
ま
す

『
廳
報
』
で
は
、
昔
の
祭
礼
行

事
な
ど
が
写
る
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
神
社
廳

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

鳥
取
県
神
社
総
代
会

神
政
連
鳥
取
県
本
部

を
迎
え
る
役
員
の
改
選
で
次
の
通
り

選
出
さ
れ
た
。

会

長日
下
神
社
役
員

仲
田
祐
康

（
西
部
地
区
会
長
）

副
会
長湯

所
神
社
役
員

森
本
秋
衛

（
鳥
取
地
区
会
長
）

灘
郷
神
社
役
員

陶
山
健
太
郎

（
中
部
地
区
会
長
）

理
事

網
代
神
社
役
員

清
水

博

（
岩
美
地
区
会
長
）

樋
口
神
社
役
員

米
澤
正
幸

（
八
頭
地
区
会
長
）

加
知
彌
神
社
総
代

植
田
公
平

（
気
高
地
区
会
長
）

賀
茂
神
社
総
代

川
上
吉
哉

（
日
野
地
区
会
長
）

監
事

諏
訪
神
社
役
員

中
村
正
直

（
八
頭
地
区
）

大
鳥
居
神
社
役
員

鳥
飼

栄

（
中
部
地
区
）

熊
野
神
社
役
員

宮
本
正
啓

（
日
野
地
区
）

鳥
取
県
神
社
総
代
会
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議
長

服
部
神
社
役
員

山
本
輝
彦

（
岩
美
地
区
）

副
議
長諏

訪
神
社
役
員

安
田
知
史

（
西
部
地
区
）

全
国
神
社
総
代
会
代
議
員

仲
田
祐
康
（
会
長
）

陶
山
健
太
郎
（
副
会
長
）

本
部
長

米
原
尊
仁
（
庁
長
）

副
本
部
長
小
森
治
比
古
（
副
庁
長
）

仝

仲
田
祐
康
（
総
代
会
長
）

幹
事
長

小
森
治
比
古
（
副
庁
長
）

副
幹
事
長
田
中
明
博
（
神
社
庁
理
事
）

仝

宇
多
川
貴
史
（
神
社
庁
理
事
）

仝

井
上
智
史
（
神
社
庁
理
事
）

仝

森
山
直
樹
（
神
社
庁
理
事
）

仝

木
山
典
明
（
神
社
庁
理
事
）

仝

宇
田
川
隆
久
（
鳥
取
支
部
）

仝

蘆
立
信
一
朗
（
神
青
会
長
）

仝

金
田
知
子
（
女
子
神
会
長
）

綱
紀
委
員
長田

中
倫
明
（
神
社
庁
理
事
）

監
査
委
員
長松

田
直
也
（
神
社
庁
理
事
）

神
道
政
治
連
盟
鳥
取
県
本
部

議
長

田
邊
眞
幸
（
日
野
支
部
）

副
議
長

岡
村
吉
彦
（
鳥
取
支
部
）

仝

金
田
祐
季
（
岩
美
支
部
）

仝

伊
福
部
広
司
（
八
頭
支
部
）

中
央
委
員

米
原
尊
仁
（
本
部
長
）

仝

小
森
治
比
古
（
幹
事
長
）

仝

宇
田
川
和
人
（
事
務
局
長
）

鳥
取
縣
神
社
廳
常
任
協
議
員
会
が

十
一
月
十
九
日
、
神
社
庁
で
開
催
さ

れ
、
協
議
員
会
で
委
任
さ
れ
た
「
令

和
五
年
度
諸
会
計
決
算
」
が
上
程
さ

れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
海
邦
彦
理
事
の
退
任
に

伴
い
西
部
支
部
の
森
山
直
樹
氏
が
理

事
に
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
残
任
期

間
の
令
和
九
年
六
月
末
日
迄
。

◇

表

彰

◇

△
神

宮

（
６
・
９
・

附
）
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〈
優
良
支
部
〉

鳥
取
支
部

日
野
支
部

〈
特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者
〉

西
部

日
御
碕
神
社
宮
司

門
脇

豊
文

表
彰
人
事
等

神
社
庁
常
任
協
議
員
会
報
告

〈
頒
布
優
良
奉
仕
者
〉

鳥
取

倉
田
八
幡
宮
禰
宜

永
江

吉
邦

仝

日
吉
神
社
禰
宜

馬
田

美
香

八
頭

口
佐
治
神
社
宮
司

伊
福
部
広
司

仝

日
埜
田
神
社
宮
司

春
菜

和
俊

気
高

新
宮
神
社
禰
宜

戸
板

正
哉

中
部

上
小
鴨
神
社
宮
司

井
上

雅
也

西
部

宗
形
神
社
宮
司

内
藤

博
文

仝

賀
茂
神
社
宮
司

金
田

尚
紀

日
野

二
部
神
社
宮
司

安
江

和
人

仝

岩
美
神
社
宮
司

相
見

幹
彦

△
神
社
廳
（
大
麻
頒
布
感
謝
状
）

岩
美

岡
崎
神
社
役
員

平
井

稔

仝

立
川
神
社
役
員

安
田

豊
実

◇

感
謝
状

◇

△
神
社
廳

八
頭

東
谷
神
社

山
陰
冷
暖
設
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

下
石

明
義

気
高

相
屋
神
社

福
永
医
院
医
院
長

福
永

康
作

仝

相
屋
神
社

エ
バ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
吉

清
治

仝

相
屋
神
社

ユ
ー
シ
ー
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
吉

昭
二

仝

相
屋
神
社

鳥
取
南
紡
績
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

氏
家

信
二

◇

人

事

◇

△
新

任

中
部

方
見
神
社
禰
宜

池
本

旭

△
退

任

西
部

住
吉
神
社
宮
司

池
山

光
美

仝

青
木
神
社
宮
司

山
川

實

△
帰

幽

鳥
取

日
吉
神
社
宮
司

上
地

恒
久

仝

稲
荷
神
社
宮
司

古
賀

忠
義

岩
美

服
部
神
社
宮
司

横
山

利

西
部

大
神
山
神
社
名
誉
宮
司
相
見

行
佳

お
詫
び
と
訂
正

左
記
の
方
は
一
〇
四
号
で
「
神

社
庁
感
謝
状
」
と
記
載
し
て
い
ま

し
た
が
正
し
く
は
「
神
社
本
庁
感

謝
状
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

鳥
取

賀
露
神
社

株
式
会
社
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
名
誉
会
長

米
濱

和
英

仝

賀
露
神
社

株
式
会
社
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
最
高
顧
問

米
濱

鉦
二
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東
小
鹿
神
社
宮
司

川
上
寛
史

若
い
神
職
の
方
は
ご
存
じ
な
い
か

も
し
れ
ぬ
と
思
い
一
筆
認
め
ま
す
。

神
社
庁
教
化
研
修
会
会
場
「
ブ
ラ
ン

ナ
ー
ル
三
朝
」
の
す
ぐ
近
く
に
墓
地

が
あ
り
、
そ
の
奥
ま
っ
た
一
段
高
い

処
に
「
津
村
満
好
烈
士
之
碑
・
外
十

三
烈
士
合
祀
」
と
書
か
れ
た
立
派
な

お
墓
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
津
村
氏
は

三
朝
町
横
手
の
ご
出
身
で
す
。

そ
の
横
の
説
明
板
に
曰
く
「
津
村

満
好
君
は
実
蔵
・
良
子
夫
婦
の
次
男

と
し
て
大
正
十
三
年
十
一
月
厳
父
の

勤
務
地
呉
市
に
生
る
。
厳
父
没
後
、

幼
少
時
代
を
兄
忠
好
と
共
に
三
朝
村

に
送
る
。
小
学
校
卒
業
後
満
州
国
吉

林
市
に
移
り
昭
和
十
四
年
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
に
入
社
、
偶
々
応
招
在

満
中
の
大
東
塾
同
人
牧
野
晴
雄
夫
君

と
相
知
り
求
道
の
志
願
止
み
が
た
く

遂
に
辞
職
上
京
、
十
九
年
十
月
大
東

塾
に
入
る
。
刻
苦
精
励
衆
に
範
た
り
。

翌
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
の
大
詔

を
拝
す
る
や
恐
懼
号
泣
在
塾
同
志
と

共
に
自
尽
を
決
す
。
同
月
二
十
五
日

未
明
塾
長
代
行
影
山
正
平
翁
以
下
十

三
士
と
皇
都
代
々
木
原
頭
に
割
腹
殉

難
以
て
祖
国
再
建
の
人
柱
と
な
る
（
享

年
二
十
二
歳
）」
と
あ
る
。
銘
文
は
塾

長
の
影
山
正
治
氏
で
あ
る
。

実
は
こ
の
十
四
烈
士
の
中
に
福
本

美
代
治
（
享
年
四
十
歳
）
と
い
う
湯

梨
浜
町
田
後
出
身
の
方
も
お
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

二
十
年
以
上
も
前
か
ら
毎
年
九
月
、

院
庄
の
「
作
楽
神
社
」
の
故
宮
司
福

田
景
門
先
生
、
忠
好
先
生
以
下
同
志

を
引
き
連
れ
、
両
氏
の
慰
霊
祭
を
厳

粛
に
斎
行
し
て
い
た
の
だ
が
、
主
だ

っ
た
方
も
故
人
と
な
り
十
年
ほ
ど
前

に
こ
の
祭
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

自
尽
し
て
ま
で
御
国
を
守
っ
た
こ
の

方
た
ち
の
記
憶
が
薄
れ
て
行
く
の
が

実
に
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

＊
色
々
と
お
調
べ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す

〇
万
世
（
よ
ろ
づ
よ
）
に
流
れ
て
つ

き
ぬ
真
清
水
と
い
の
ち
清
ら
に
御

国
護
ら
む
（
津
村
氏
時
世
）

〇
武
蔵
野
の
朝
の
露
と
現
身
の
い
の

ち
は
死
し
て
御
国
護
ら
む
（
福
本

氏
時
世
）

鳥
取
県
女
子
神
職
会
（
金
田
知
子

会
長
）
が
、
九
月
四
日
神
社
庁
庁
舎

の
清
掃
奉
仕
下
さ
い
ま
し
た
。
同
会

で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
清
掃
奉
仕

と
研
修
会
を
開
催
し
、
庁
舎
の
内
外

を
清
ら
か
に
し
て
戴
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
庁
舎
の

清
掃
奉
仕
に
感
謝
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令
和
六
年
四
月
八
日
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
伊
勢
の
神
宮

大
宮
司
に
対
し
、
第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
の
御
準
備
を
神
宮
大
宮
司
に
お
い
て

取
り
進
め
る
こ
と
を
御
聴
許
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

御
聴
許
と
は
天
皇
陛
下
の
お
許
し
の
こ
と
で
す
。
式
年
遷
宮
は
、
天
皇
陛
下

の
大
御
心
を
体
し
て
行
は
れ
る
の
が
本
義
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
天
皇
陛
下
の

お
許
し
を
賜
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
遷
御
の
儀
に
向
け
て
今
後
様
々
な
祭
典
が
執
り
行
は
れ
て
ま
ひ
り
ま
す

が
、
特
に
重
要
な
祭
典
の
日
時
等
は
天
皇
陛
下
が
お
定
め
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
御
治
定
と
い
ひ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
式
年
遷
宮
は
、
天
皇
陛
下
に
よ
る
御
聴

許
と
御
治
定
を
も
っ
て
祭
祀
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
式
年
遷
宮
が

天
皇
陛
下
の
御
祖
神
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
天
照
大
御
神
奉
斎
の
最
高
最
重
の
厳

儀
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
神
宮
が
御
聴
許
を
賜
っ
た
こ
と
に

よ
り
い
よ
い
よ
第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
へ
向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
せ
う
。

（
文
責

米
原
尊
信
）

神
社
豆
知
識

御
聴
許
と
御
治
定


